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多重色素 標識に よ る ラッ ト青斑 核ア ミ ン ニ
ュ

ー

ロ ン の 投 射様式 の 検 討。

　 永井利 三 郎 ， 木村　宏，今本喜 久子 ，

　　前田 敏 溥

　　 （滋 賀医大 ・一懈 ）

活性 ア ミ ン の 免疫組 織化学 的証明 の 試み

　　根本 則道 川生 　明 ， 岡野匡臨

　　志方俊夫

　　 （日本大 e 医 m 第
一病理 ）

青斑核ア ミン ＝
ユ
ーロ ン は ， 大脳皮質 ， 小脳，活性 ア ミ ン の 免疫組織化学 的証明は特異抗体

脊 髄 に 広汎 な 投射線維 を送 っ て い る が，同
一　作製 の 困難 さ に加え そ の 不安定な抗原性故に

細胞か ら 2 カ 所以上 の 異 る領域に投 射線維 が　現在ま で GROTA らの 報告 を含め極 めて 乏

送 られて い るか ど うか に つ い て は未だ確証 は　 しい の が 実状 で あ る 。

得 られて い な い。今回我 々 は 蛍光色素を用 い 　今回我 々 は イ ン ドー
ル ア ミ ン の 免疫組織化学

た ア ミン ニ
ュ

ー
ロ ン の 多重標識法を確 立 し，

ラ ッ ト青斑核 に つ い て 投射 様式 を検 討 した
。

蛍光色 素と し て は Pri　muli 　n ，　DAP 　！，　Ev −−

ans 　 Blue を用 い た D 　150 〜正8D9 の 雄 ラ ッ

トの 大脳皮質 ， 小脳 ， 脊髄 に 上記色素を別 々

に 1〜2μ 6注 入，ま た 大脳 皮質を前頭皮質，

頭頂皮質，後頭皮質に分け て岡様 に α5〜 1

μ4注入 した。標本作 製 ， 観察は別報 の 通 り で

あ る 。

大 脳 贋質一脊 髄 ， 小脳 一脊髄 に 注 入 し た 例 で

は ほ とん ど別 々 の 二
＝
一ロ ン が 標 識 さ れた が，

大 脳皮質 一
小 脳 に 注 ノL．した 例 で ，一部 二 重標

識細胞 が 見 られ た。大脳皮質 内で 別 々 に 注入

し た例で は ， 多 くの細胞 に 2重標識 が み られ

た 。

的証明 を試み ラ ッ ト松果体 お・よ び カ ル チ ノ イ

ドを含めた APUD 系に由来す る と考
’
え られ

る腫瘍を用 い 各種固定液 お
・
よ び包埋法に関 し

比較検討 を 行 な い 若干 の 知見 を得た の で報告

する。 方法 ）5 − hydroxytryptamine ，

N −Acetylserotonin （Sigma ）に ca −

rrier 　 proteiR 　と して Bovine 　 serum

albumin （．BSA ）をGROTA らの 方法に

準 じ coupling 　し水で透析後凍結乾燥 ， こ

れ らhapten − BSA 　 complex を 10   ／nt

の 割合で 生食 に 溶解 し た後当量 の Freund

complete 　 adjuvant を加え ホ モ ヂネ
ー

ト

した もの を抗原 と して 1 祕 を家兎背部 に免疫

し抗血清 を得た o 結果 ）Ouchterlony 　法

で は BSA 吸収後 の 抗1血清 は SerGtonin −

BSA と の 間 に 沈降線 を形成 した が BSA と

の 間に は交叉反応 性は認 め られ な か っ た Q 霜

た ラ ッ ト松果 体凍結切片に お け る螢光抗体法

で は弱 い な が ら松果体実質細胞 に 特異 螢光 を

認 め た 。
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